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カ　モ　シ　カ　〟竜太郎〝　君

6月12日　青森県下北郡大畑営林署で保護されていたカモシカ(推定生後3カ月)は9月15日

大町に元気な姿を見せた｡大畑一三沢間汽車｡三沢-羽田間全日空機｡新宿-大町間汽車と1000

K7hの旅であった｡

大　町　山　岳　博　物　館
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博　物　館　　第3種郵便物認可(昭和35年7月26日)

資料　白　馬　岳　小　史(3)

白馬連略史料年譜(2)　　　　　　　長　　沢　　　　武

1 8 9 3　明治26.3日､用件伝冶輯｢信膿全図｣げは図法｡山としては細入｡に迎撃山がある他,有明山

～ 894　　　〟　26

〟　27

蝶ケ晴,鎗ケif:I,穂高,乗鞍rTLiを見るのみ｡

陸地測量部,白馬面こ一等三角点撰,..宇○係官は館潔彦｡ (寺田武彦｢地図をなかd'て)｣

醐精一･ ｢越中地理間替｣ ｢大運削Iは国内第-の副!にして尤も世に名を知られた

･るを軸Liとす｣とある｡

･ 27　〈　志鴛垂:貫目一日本職蔀紅帖邦書で氷河問題にふれた最初の菖ci

" 27 ) ｢新撰信澱鵬畠太田解離編川幅高度表中･第4位運花川(北安曇郡) 9･683尺(

･, 27 i 2･933m)ど;:i,I-3-ま中々脈･但し順位は誤｡t･正触ま酬第18位

;ウェストン.ハミルトン.案内溝口某.山崎巡査･及人夫は平岩より遊撃温泉を経て白

【馬に護り,再び蓮華温泉に下り千国掲げを下り瀬に肌大町に向うe

1 895　〟　28･8月､杉復党･柳文飾原を経て雅の顕揚に出言高水を適｡白馬に登るe (優賞は越中の
i

r i人｢満天蓮華席訓漢文で名文である｡ ) (出品26年3号)

1 896　　〟　29

1898　　〟　31.8

1

1 902 i 〃　35

ゥェストン｢日本アルプス掛目と探険｣帆白馬岳強LI C文中大通輩出)の記録が載

っている｡

大IHI/)､学校長河野船蔵.教員周囲邦松,馴l/Jyi,I:校長ll･･沢秀Il･-･Jf:白馬岳へ登るc Il旧

で-臨席物採集しヤリ晶,ヤリ温泉を経て印i｡専32年5月信濃教育153割こ｢白

馬FFi･:こg･る請｣発表｡ i-.の詩の採集で,シロウマ7-i).･l'キ,ムシトリスミレ･タカネ

ィパラノ､ゴロモキク,タロユリの新発見｡岡田氏の記録は専制＼宇検母語読本巻9

に｢白馬薗｣として載る｡

河離合蔵氏白馬掛目頂にr/)レ･7 -7.ゾウ発見｡ (信濃博物誌36号n44･ 12)

矢沢栄三郎,北安虫教育会を1年､･て団A:登山.幾つかの植物の新発見をするo

白馬銅山開く｡白馬IJt,忽平にlト壁掛けして登′ll者に優を与う｡

箇目刺､学校課外教科書｢越中地理歴史｣ ~下新川都の部に,大運柁･中速花･後軋Ll

鈴.雪倉高腰にして大運花は国中第-の南山なり,三部にまたがり29結肋で白馬岳と

称せらる｡ (地質調査所図には白馬岳とおり,測量部図には大連花山とある)

山崎向万博士白馬に登り, ｢氷河果して本邦に存在せざりしか｣で氷河詠を起すo矢

部喜藤,安田驚氏相次いで白馬へ登る｡

〃　35.8　田中責一顧物採集登帖ヤリ岳で新種クモマキンポウゲ,タカネキンポウゲ･シロウ

マナズナ,シロウマワウキ発見｡ (信濃博物誌7号n36･10)

〟　35.8　城数馬氏.子しゃく青木信光｡日光植物園宝玉宮城文哉氏と白馬登山｡ (今上)

〟　36　　矢沢米三郎(ミヤマタグラビ発見)田中責一･,折井最一･白馬へ棺物採集登山o

〟　37　　割綱吉,矢崎斉知邸,上野卯三郎,春原平八郎,倉島賢二邸,安田篤等白鼠こ登る

(いづれも植物採集登山)

〟　37. 8　志村鳥嶺,第-回白馬輩出四ッ谷より人夫4人を雇い,植物採集と写真撮影に重点

?.:･おき登る. 11順一･泊｡ヤ.)温泉廻り南股一･湘下山｡ヒメ+/メバチソウ,シロウマワ

ウキ発見｡この登山の写真はロンドンアルパインジャーナルに載った我国鼓動の写真

でめる｡当馬白馬iLl頂の小屋は測量部昌の使用した. 2間四万の石室が湧水の東にあ

ったのみ｡ C志村鳥類｢やま｣) (大宮巌,仙南第2年第一･号)

〃　38　　　日本,L面会郡上｡

〃　38.8　志村烏捕｡ 8月川と20日の二回に亘り･四ッ谷より白馬登一一LI.藷39年8月には糸魚

川より運華温泉,志.経て登る{ ( ｢やま! ,志村鳥類より)

〟　38.8　武田久喜白馬晶にて新種南山蝶クモマペニヒカケ採集｡ C川面6年一号m･ 44･7)

〟　39　i一山重｣創出白馬岳は全都こ知られて･北海道,広島からの登山者もあり､ (信濃

博物誌22号)
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1963.9.25　　　　　山　と　博　物　館　　第3種郵便物認可(昭和35年7月26日)　⑨

ク39･8 )大棚山腫･百瀬慎太郎氏白馬馴･当年14才な｡o

i面は(明治20年以来長野恩納･-書l･ニ我郡二避花虹･･アリ･帥第三ノ晶塾-)-'Vヲ示スモ
"郡申ノ人々誤謬ナラシカト疑エリ, 22年信濃教育会蒲郡随図二初メテ白馬高二通スル

Iニ運榔ヲ以テセシヨリ帥ノ人々騰キテ越後越中ノ地誌ヲ賭し･ソノ名純櫛
i　ナルコトヲ知レリ,然レドモ陸軍省白馬岳ノ名称二従フニヨリ強テ他国ノ称ヲ用イル
i

l　プ要セズ)

ク　39.8　川島禄都民一行.白鳳L順より清水一柳又一北文一小川温泉へ下る｡仙岳2年一号)

ク　40　　矢部博士,白馬山頂にシロウマチドリ新発見｡

ク　40　　　白馬銅山閉鎖｡松沢真姓氏白馬山頂に山小屋を猛る｡

ク40　子規軸･潤一剛蕃｢やま｣帖柵氏は近代釦の勤から寂も白馬を愛した人

昭和31年8月83才で実に10数酬こ亘る最後の白馬登山をした程の人で,文中の大半を

ク　40

908　　ク　41

ク　41

ク　41

909　　ク　42

ク　42.8

ク　42.8

9 1 0　　ク　43

ク　43.9

ク　44.1

ク　44.7

白馬登山記録でうめている｡

吉沢乱作氏.祖母谷より満水を経て白馬三川を廻り,再び紐母谷へ下る｡ -i行9人と

人夫を入れ14人,この内大運化への地理を知る者は案内の仁次郎以外になし｡ (山岳

5年肋43)

大黒鉱山開く｡大正7年迄続く｡椙松を越えて牛道完成｡

三枝威之介氏一行3人と人夫3人の6名は1日で,白馬から重電まで初縦走し,大黒

鉱山事務所へ翌朝2時半請.翌日は重電を越え酎ii'し大川を下り塵島へ出る｡ (山岳

4年1号伽,42.3)

松本女師の河野,矢沢氏が中心となり,牧野富太郎氏を招き白馬岳腫物採集会を開く

イワテトウキ,ハクサンオオバコ,ホガキイチエウラン新発見｡

志村鳥額諸口し幅美観｣航我国最初のIu廓写真集,白馬2,訪山2,割山植物2計

6枚収録｡

3_6日三枝威之介氏大黒鉱山から重電へ登り,繭玉竃沢に野宿鹿島槍へ登はん･冷

沢を麗島部渚へ下る｡

長野大体区薯は.学術研究以外は一･切嵐山植物の採集を禁す｡(川面4年3号n.42･ i 1)

陵谷徹蔵氏白馬より八万へ縦走する｡

｢黒部山探検｣井上江花馨｡明治42年7月祖母谷一餓鬼田圃一大黒岳の記録を載蛙だもの

オ_ストリー,レルヒ少佐高田58連隊でスキーを教える｡

南野駆蔵,北沢農事白馬から祖培谷に下る人夫は凡山原太郎,市三郎･蕾次･英知弥

の4人｡ (LLIEi･6年3号n,48,ll)

ク　44.7 〃　中村孝二邸,二高二部,校本三郎は人夫磯苦,霜害.利雄で大黒鉱山発･重電山頂よ

り繭肩を下り,赤秀頼場で野営,第三の峯八巻を経て八巻通過に3時間半を要す｡南

槍でキャンプ冷沢を下り大町へ出る｡

ク　44.8　冠松次郎氏案内広太郎,徳十をつれ.白馬より満水を経て祖母谷へ下る｡ (山岳7号

1 m45･5)

91 3　　大正2　r　ウエストン第二回白馬登山,ルートは大町一四ッ谷一日馬山順一四ッ谷一大航

ク　2　　北安曇教育全編｢白馬岳｣世小川温泉よりのルートはない,祖母谷ルートも近年開

ク　2.7

ク　2

ク　2.7

ク　2.7

ク　3.8

ク　3.8

かれたものとぬる｡

陸地側壁部,五万分の-｢白馬｣ ｢黒部｣ ｢抑II｣唖

河東碧悟桐氏黒部川猫又より白馬へ登る( ｢日本の山水｣大正4年)

高橋政次郎,五電力面より八巻キレット通過｡

百瀬慎太郎氏一･行,麗島賂方面より升率キレット通過.,

小倉価富民一行全土｡

吉沢吐作氏黒部川を湖り,禎母谷より覇瀧沢を経て,回しl脊コースでヤリ岳山頂へ出
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〟　3

91 5　　〟　4

〝　4.8

91 6　　　〃　5

5.7

5.8

6.7

6.8

7

7.8

8.8

〟　8

920　　ノク　9

/r　9.3

〃　9.8

921　　〟　10.2

Ji/ 10.4

ク　13

天狗,不帰,培松を経て大黒鉱山を通り祖母谷に下る. (中香山コースは大都荒れて

いるとある｡ )

蓮華温泉は飯山の丸山彦左工門の所有で.千国米吉が借りて兼業申(i暗第9年1号)

自馬山挫2線増築, 3.5× 3間2棟｡

京阪神を中心に東京,名古壷,岡山, ILl口･佐賀から100余名の白馬･穂南への団体

登山凝Dり.

白馬尻小屋新設(以前は石室であった)尚この年信濃鉄道では大町一四ッ谷間自動車

開通, 1日2往復｡

加出講之助氏一行踵島槍方面より八峯キレット通過｡

東久避雷稔珍王殿下白馬登山(信澱教育635号S 〟 14･9)

木津理太郎.南口(田都)垂治氏一行は宇治長次郎を案内とし･小川谷･朝日毘･白

忠,五竃,鹿島槍,針の木峠の全縦走完成｡

鈴木益三氏白馬から満水,猫又を経て広河原に田･下山既にこのルート道なし(仙

屯12年1号)

離山に石室2号(4 ×2,5間)の小屋県費で完成･細野青年会が経営する･

久避雷邦彦王殿下白馬登山｡

席田離垂隊,大隊長以下21名人馬共戸隠を経て白馬へ入.白馬尻で一泊大雪渓より人

馬共全員白馬山頂へ日帰り登山をする｡ (朝日新聞で･8･8)

｢白馬登山案内｣南山館｢ヤt)山頂に大日如来の座轢ありたるを天狗池の岩穴に移し

拘る.これは大日高の大日如来と同時代のものである｣とある｡

｢白馬行｣中部山岳第15号ー影山茂｢大日山頂に大日如来を詞るところより大田市と

呼.白馬岳は宗教と関係少なくこれが唯一のもので･今から150-60年前編長寺の和

尚が安置したと伝う｣とおる｡

白馬軒矧山階物天然記念物指定下調査.小泉源一･氏により行なわる｡

勘盲山岳部二木末雄.八木森太郎,大盤売吉,小林達也等白馬尻から杓子へのスキー

による冬季試登,これは北アルプスにおける冬季登山の最初の挑戦でぬる｡

小泉秀雄氏白馬にてクモマツメクサ,クモマミミナグサ,チシマツメクサ新発臥

早大丹田三郎-i行,大雪渓から白馬岳へスキーによる試登｡

関温泉笹川速雄,内山数維一行玉名,蓮華温泉より鉱山野携所,鉢ケ岳,旭･白馬山

頂,大雪藻のコースでスキ十こよる登はん成功(笹川は一本杖,内山ま二本杖使用)

胡看官針ノ木一虹H一雷松一平川へ下山.矢沢栄三郎氏案内す｡

白馬連装龍山動階物,天然記念物に指定｡

白馬大砲小屋,石室1号新設｡

大町小学校にスキー研究グループ生る｡丸山光治氏などの名が見えるo

頻倉,ヤリ温泉小屋新設

廠平スキー講習会開く.黒田正夫夫妻,冨井貴賎ら講師となる｡これは北城小の馬場

浩三郡民が松沢瞭逸民にガイドのスキー必修をすすめて開かれたもの｡

女子の白馬登山急増する｡松本女専200名を初め,静岡,前橋馬女などの団体が主で

一･般婦人の登山は未だ少ない｡ (朝日新聞)

1925　　〟 14.2 i　全日本スキー連盟発会｡

1 9 2 6　ク15.12 1スキー研究家高橋殴治氏,唐松岳登山,一ケ月唾留し三高,京大坐にスキー指導す｡

-1 ;白軸厳冬季初登-･明治大学山岳部(｢日本アルプス｣ S5新光想う

i 927　　〃　2.8　大日向Ll頂の鉄鍋,大地の鳥層建立｡

〟　2.12　早大パーデー11人針ノ木雪渓で雪崩に登時＼4人死亡｡
i

･ 2 i蓮華温泉の所有は丸山彦左工門より糸魚川の田原牽治郎氏に移り･営業を続ける｡

1928　〃　3　〈　サカサマ谷一恵振一朝ロー白馬のルート下菊川i郡山崎村で開く｡

･ 3.年　四手井綱彦氏一･行の京大バーチ一五番登はん(三南部報第6号)

1 9 2 9　　〃　4.3 1神戸繭大田中価三氏一･行唐松岳登はん｡ Cやま第22号)
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〃　　4

〟　5.1

〃　5.3

〟　5.3

〟　5.3

〟　5.5

〝　5　愛

〟　6.3

〟　6.3

〃　6.

〟　6.

〟　6.5

ク　7

〃　7.12

･8 i

陸地測壁部.部分修正して五万分の-地図発行｢白馬岳及立山近傍図｣三色刷e

離山に県費補助で村営石室小屋建設.完成7年｡猿倉に白馬スキー小屋できる｡冬季

小量としては北アルプスで乗鞍鈴蘭小屋とニッのみ｡

6月関西学生山岳連盟, 11月関東学生山岳連盟結成さる｡

四ッ谷案内人組合スキー講習会1月30日- 2月6日講師関学山違派選の商大手塚晴雄

早大江口新造,参加者40数名｡

神声南天田中伸三氏がガイド丸山静男と白馬主稜初登はん｡

正大逸見真雄氏バーテ一腰島陰初登はん(立大部報第2号)

正大バーチー白馬一宮松岡縦走成功｡

｢白鳳山前山植物調査l文部省編制,天然記念物指定後の変化と慄護の状態につき,

S. 3年7月本田正次,竹中要氏の調査報告をまとめたもの｡

話松次郎言度辺漸氏等施槍東尾板柳登はん｡

京大パーテー伊藤氏他,正義一蘭島捨聞縦走成功｡コースは落倉一天狗康一運筆温泉

･一朝日面一小川温泉｡

立大堀田弥-i民ら黒部川側から鹿島槍,五竃に初登はん｡

満水小屋改築(富山営林署所属)

神ノ田圃早大ヒュッテ新築｡北アルプスで学校山岳部最初の山小屋｡

田中一･邸,甲南高校西村氏鹿寓槍尾根登はん｡

黒菱,唐松.八峯キレット小屋新設｡

立教大湯浅厳民ら翌8年1月にかけ,白馬から爺ケ岳種池小屋までの後立山全山縦走

成功｡

白馬館では洋室付二階建新館山頂に建設,全13年にはこの裏に二階建一棟摺築｡大砲

i l栂池小屋新設｡

1935 I 〟 10 I速見小屋新設｡

〟 10.8　-　杢王殿下同妃殿下白馬登山｡

1 9 36　　〟 11　　日馬山頂郵便局舎新築｡

1 9 3 8　　〟 13　　　北城村でも離山に8×5間二階建新館建築｡

～ 9 3 9　　ノク14　　　白馬岳宿泊所共同経営始まる｡

〝 14　　　｢黒部奥山と奥山廻り役｣中島正文,これは山岳32年1号, 33年1号, 34年1号に発表

するものを別刷合本したもので,加盟藩政下の黒部奥山を研究した寅重な文献でめる

1 940　　〝 15　　　白馬観光協会誕生｡

〟 15.8　久適宮家彦王殿下の白馬より針ノ木への縦走｡

勤務の間をみてはこゝ数年来,白馬岳周辺の山の資料

を集めているが,伸々思うようにはかどらない｡現任迄

に得られたものを整理するつもりで未完成のまゝ載せて

みた｡未だ村内古文書の調査と,北安曇郡誌歴史部門の

先生方の調査したものについて目を通してないことを附

記し,大方諸賢の御指導と資料についての御教示をお願

いする次第である｡

(山調調査具･白馬村公民館主事)
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高　原　を　歩　い　て

久　保　田　稔

｢∴ 

'''''I畿 
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湯の乎高原にて蛇骨岳大口壁を望む

私は大町での六年間の山歩きで,南原歩きといえば･

三年前の晩秋の美ヶ原を歩いたのか最初で最後だった｡

その時の印象は強烈に私の脳裏に焼きつけられている

晩秋の高原は深いもやにつゝまれていた｡

多くの仲間たちと談笑しながら歩いていた私だったが･

いつのまにか仲間達と離れてひとりになっていた｡でも

仲間の所へ戻りたいとも思わなかった｡むしろ,こうし

てひとりでいつまでも歩きつゞけていたかった｡

その時向を想い,何を考えていたのかばはっきり思い出

すことはできないが,とてもロマンチックなムードの中

にひたりきっていた｡やがて山本小室の灯が見えてきた

時.小屋への道を探し,仲間の姿を求めて右往左往した

時そのムードに一応の終止符が打たれたのだが･･････o

北アルプスのような崩い山々のない佐久へきてからは

今までのようにスポーツ登山の機会もそうたびたび持つ

輩も出来ず,自然に満願歩きに足を踏み入れるようにな

った｡

この一年間は.スポーツアルビニズムの厳しさの中に

求める喜びへの激しい思慕と,ワンダーフォーゲルのソ

フトなムードへの期待との交錯の一･年でおった｡

石　尊　山

六月下旬,軽井沢町の町民登皿こ同行して始めて浅間

高原の一･角へ足を踏み入れてみた｡

それは, ･/1､諸出てみりゃ浅間のimこ今朝も燈が三勘

立つミとの館諸の文句にもうたわれている浅間山への代

表的な登山口の一つである追分ロから石尊山を経て･天

狗の露地へ出るコースであった｡

町民登山とはいっても.時期的にまづかったのか十数

名の参加者しかなく,集団登山に見られる聞苦しいよう

な雰囲気もなく,などやかなものだった｡

ひとしきり別荘地帯を歩くと.やがて広

々とした野原に出た｡あやめが今を盛りと

咲き乱れる中を三々五々歩くことしばし･

森林帯に入る｡石導出近くまで森林帯は続

いているが,途中に血の池というのかある

これは小さな泉より沸き出る水が,附近の

土壌が特殊なのだろう酸化されて鉄がさび

たような色に変って流れ出したまったもの

で泡というよりは沼といった方がいゝだろ

う｡

石蒔田に登ると,佐久盆地が-盟のもと

に見下すことが出来,浅間山も眼前に(ど

いうよりばむしろあまり近すぎて目の中に

入らぬといった方がいゝかも知れぬ)蟹え･特にiこの附

近はつ､じの群生が多く･その最盛期はさぞ見事だろう

と横塚される｡こ､で塵淫をしたり･あるいは歌を歌っ､

たりしてレクリェーシュンに興するのもいゝと思う｡

これから先,昔天狗が箱陸をつくるつもりだったとい

ゎれる天狗の露地へ出て,小諸へ下山するコースにも未

練があったか,コンディションの思い人がいたので･そ

の人につき添って下山したo

私が特に関心を持ったのは･このコース石尊田附通は

冬山の初歩の訓練の場として･特に山スキーの訓練をも

含めて使えるのではないかという車だった｡

潟　の　乎　病　原

七月の中旬,食糧とツエルトをザックにつめこんだ私

は,小諸駅前から草津温泉行きのパスに乗り込んだoバ

スに乗ること七十分.卓抜峠で降りた時は四時半という

のに厚い雲に覆われて,あたりは陰影な感じだったoこ

んな時は早く浸てしまうに限ると.附通の森林の中にも

くり込んだ｡

Sbまり早く没だためか校勘こ目を覚してしまったo冷

たい空気にでもふれようかとツエルトからはい出してみ

ると,外は真暗闇かと思いきや,深いきりに包まれてい

るとはいうもののあたりの木々がほや-んと浮んで見や

るほどの明るさであった｡

夢の中をさまよい歩いているのか,本当にさまよい歩

いているのか･･････ふと立ち止って熊笹の中に暖をおろし

てじっとしていると,ひしひしと迫り来るかと思えば･

す_と逃げていくもやに,われひとり大自然の中にあれ

りと心細く感じたり.あるいは生への喜びを感じたり･"`

何台も登ってくるパスのエンジンの音!こ再び眠りから覚

めた私は,簡単な朝食をすませると森林の甲からはい出
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した｡

このまゝ真先く行けは草津温泉,白根山へ,左へステ

ップをかえれば南峰高原へ,右へきびすを返せば黒斑山

場の平高原を経て浅間山へ｡私の足は石へ向けられた｡

登山路は非常によく整備されており,急な登り下りが

あるわけでもなく.黒斑山まではとこにでもあるような

平凡なコースであった｡草すべりという急な斜面を一気

に,駈けおりるとそこは湯の平高原で治る｡

湯の平高原は,この索英とした浅間山に隣りあわせて

このような平和な情緒豊かな所があるのかと驚くほどの

秘暁である｡

あまり先を急く撃もあるまいと,草のしとねに整ころ

んで黒斑山から蛇骨品にかけて車面の火口壁を眺めてい

ると,西部劇によく見られるシーン幌馬車隊力嘩原を走

っている時,小高い岩積からインディアンがあらわれて

しばし打ち合いが始まる｡やがて･･････こんな連艦が沸き

起ってきた｡

が, -垣浅届出へ足を踏み入れると,天国から地獄へと

いった感じで,草木の一本もない砂礫の中を灼熱の太陽

のもと無味乾燥な登山となった｡

憲　船　富　原

急に降り出した雨はなかなかあがりそうもなかった｡

｢こりゃ,今日はだめだな｣そうつぶやきながらも私は

ザックへものをつめる手を休めようとしなかった｡

｢連中はどうする積りだろう｡どうせ食糧をごっそり買

い込んで,うらめしげに空をみあげていることだろう｡

まあいいや,いってみるか｣と,ともかく洋傘をひろげ

てパスの停留所まで行ってみる事にした｡

ところがものすごい雨で,ものの五十米も行かぬうちに

これ以上歩く事が出来なくなってしまった｡正面から吹

きつける雨には洋傘なんてとても役に立たぬし,すでに

道路わざの小路はぽんらんして道路も小路も区分が出来

ぬ有陳で.止むなく道路ねぎの倉庫にとび込んだ｡雨は

まもなく親指大の霞に変った｡

三十分ほどしてやゝ小止みになったのでパスの停留所に

行ってみたが.すでに最終のバスは発車してしまってい

た｡

八月初旬,白馬岳へ登ってみたいという職場の初心者

に登山の農本を教えながらトレーニングを兼ねて,土曜

日の午後から日曜にかけて,志賀牧場から神津牧場一帯

の高原を歩く計画をたてた｡

最終パスに乗りそこなった私たちは予定を変更して.

荒船高原から神津牧場の万へ予定の逆コースを歩ぐ郵こ

した｡

当校は柳谷鉱泉泊りとなり,バンガローに泊る予定が

上等な都塵での自炊となった｡山あいのせゝらぎのほと

りにある柳谷鉱泉は胃腸の名湯として名高いが,山登り

のまねごとを始めてするという人の担当した豪勢な食糧

を平らげ,山の話に熱中して,翌茜,初谷鉱泉を出る時

｢俺達はゆうべ湯につかったかいな-｣と気がついた時

は後の祭り｡

紅葉の頃もう一度訪れてみたい所でおる｡

初谷鉱泉から荒船山までは,たんたんとしたハイキング

コースでぬる｡ 1 4 2 2米の荒船山は南北に細長い台地

の親分のような山で.明るい林の甲を歩くかと思えば,

フォークダンスやバレーボールに興じたくなるような草

地を歩いたりで足取りも掻く,鼻歌まじりで頂上で昼め

しにしようと歩いているといつの間にか大絶壁の上に来

てしまった｡皆でどこが頂上だったのだろうと考えてみ

たがついついわからなかった｡

絶壁の上には集団ハイキングのトレパン姿の中学生,

家族連れのグループ,一般登山者などさすがににぎやか

であったが,マーナーの悪さと.紙屑,空缶の散乱する

状寮にはせっかくの楽しい気分もそこなわれてしまった

特に案内板を倒して道のまん中で尻の下にしていた若い

男のグループに出くわしたが,こんな事は始めてだ｡注

憩してもとの通りに直させだが,私のグループの,彼ら

と同じ年頃の甘薯が｢俺だって何の気なしにあゝいう事

をするかも知れないねえ｣と.初めておゝいう事は思い

詰だと気がついたような事をいう｡

そんな不快な気分をほぐしてくれるのか妙義冊系,神津

ドライブウエー.浅間山などの展望だ｡

こゝから,ガーデンハウスは眼下に見えるが歩いてみる

となかなかどうしてたっぷり-串間はかゝった｡何より

も背中の荷の重さが管と｢なりだした｡

他の三人はサブザックかナップザックの軽装だが.私は

シュラフ.ツエルト,ホェーブス,石油などの外Iこ始め

て山登りをする連中を嬉しがらせてやろうと大きなスイ

カをしのばせていたので.いくら私が歩く憩に慣れてい

るとはいっても,普通の道ではこたえた｡ガーデンハウ

スでスイカを割って食べた｡多くのハイカーたちのやら

れたっといった驚きと羨望の日差しの中を得意満面むし

ゃぶりついた｡

ここから物見平,神津牧場へはたいして時間もかゝら

ぬのだが,どちらへ行くにも帰りのパスとの関係があま

り時間的余裕もないので,再び秋にもっと多勢の仲間を

誘って訪れる事にして,内山峠を経て中込に下山した｡

信州の耶馬漢といわれる奇岩の乱立する内山峡を眺めな

がら考えた｡この秋はできるたけ附近の数多い筒原に遊

んでみようと｡

(大町山の会々具)
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博　物　館

8別8日　文化財保護委員会品田技官他･噴揚丘i調査

9月3日　国土開発博覧会にカモシカ,ライチョウ他

の資料貸出し

大町に降った　ヒ　ョ　ウ

7月29日の夕方宙雨にまじって3C〝大の蜂蜜があり･

その時撮影したもの｡勅ま主に積乱雲の中で出来ると考

ぇられ, 6,000m以上の低温部で結晶した楯古が落下し

てくる時,途中の過冷却の水滴を付剤く続させて大きさ

を増す｡写真のものも生成の過種を示す同心円状の構造

をしている｡大きいものは鶏卵大に達することがある｡

枠本深志高等学校　平林　照雄

傷ついたカッコウ

長　沢　修　介

先日沢山の燕が家の前の種線に辞って日一･日とその数

が多くなって行くと思ったら,昨日は-羽もその'aiを見

ることができなくなった｡多くの夏鳥達は今燈りの準備

に急いでいるものや,もうすでに渡っているものさえあ

る｡

このカツコウも今年生まれ,育った土地を去りインド

やフィリヅピンの曖い所で暖い冬を過ごそうと渡りを始

めた時,巽を痛めて思うように飛ぶことができなくなっ

てしまった｡それを私の近所の動物好きのお婆さんに助

けられ,これは何という烏でしょう｡と私の所へ持ちこ

きれた.iカツコウですよ｡痘'の｢カツコウ｣と鳴く･へ

ぇ-,この烏がねえ,まるでタカじゃないですか･と驚

ろくお婆さんに,この烏の他の烏にヒナを育ててもらう

習性や,羽色がタカに似ている利点など色々の習性を説

明し早く傷を画して南へ飛ばしてやることをすゝめる｡

華にも傷は小薬羽のつけ根の所を何かに打ちつけたらし

く少々ばれて皿がにじんでいる程のものでおったoエサ

は何が良いでしょうと聞かれ,ケムシが好物ですとは言

ってもそれを毎日沢山取って来るわけにも行かす･結局

キャベツにつくモンシロ蝶の幼虫を与えることにする｡

四日位した夕方,毎日エサをやり静かな所に置いたら巽

も直った様子ですから明日は丁度日も良いし帰してやら

と思うから明日の朝来て下さいと言って来た｡動物好き

のお婆さん日まで選んで飛ばしてやるとは,その心の暖

かささぞカツコウも身にしみたううと思い次の日の早朝

訪れて,無事南に帰り,又来年煽って来て美しい声を聞

お○い　本紙の購読と希望の万は1カ年郵龍瀞50

oH (郵送料とも)を現金書留または郵便着曽･

郵便切手で長野崇大町高,大町山岳博物館あてど

送金下さい｡　　　　　　大町山岳博物館

9割3-15日　青森県下北郡大棚叢極暑で保護されてい

たカモシカC推定生後3ケ月半)を大町で飼育観察する

ために,引き取る｡これには,全日本空輸株式会社,国

鉄各駅及び長野県出身の万々,営林署員その他大勢の人

々の協力によって無事完了した｡厚くお礼申し上げる｡

かしてくれることを願いつつそっと枚に丑め,放してや

った｡
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